





































　アミン型吸着材が、官能基として（ ?? ?）を有する１級アミン、官能基として（ ? ? ??）





















































































































































































































　）に通液させ、飽和させた。その後、 ??℃、 ??に調製したシュウ酸を ????で吸着材中の
スカンジウムを溶離させ、再度、吸着―溶離を繰り返した。繰り返し使用 ?回行った際の
溶出曲線を図１に示す。各回の吸着量は若干異なるものの、溶出効果は同様であり、繰り
返しに伴う材料の損傷は認められなかった。なお、図の ??は、 ??????????の略で処理液の
「流出液量」や「供給液量」を示し、吸着材体積の何倍量、通液させたかを評価している
ため、 ???という単語を用いている。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】スカンジウムをカラムの吸着材に吸着させた後、１Ｍ ?シュウ酸、６０℃、ＳＶ
＝５０を通液した場合の溶離試験結果を示す図である。
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【図１】
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